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内
閣
国
立
自
門
会
ニ
ュ
ー
ス

第
十
一
回
定
時
締
会

同
時
開
催

あ
い
に
-
雨
と
な
っ
た
六
月
十

二
日
　
(
日
)
､
定
時
総
会
に
合
わ

せ
て
支
部
の
前
身
で
あ
る
国
立
白

門
会
の
創
立
十
周
年
記
念
式
典
と

祝
賀
会
が
行
わ
れ
た
｡

午
後
二
時
す
ぎ
開
催
の
定
時
総

会
は
'
風
間
俊
範
副
幹
事
長
が
司

会
し
て
､
福
谷
実
副
支
部
長
が
開

会
を
宣
し
､
村
田
亘
支
部
長
の
挨

拶
が
あ
っ
た
｡

村
田
支
部
長
は
､
支
部
誕
生
に

至
る
ま
で
の
困
難
な
道
を
回
想
し
､

故
池
田
由
太
郎
先
生
の
並
々
な
ら

ぬ
肝
入
れ
に
対
し
て
追
懐
の
思
い

出
深
い
感
動
的
な
お
話
を
さ
れ
た
｡

来
賓
は
､
母
校
学
長
と
し
て
初
め

て
ご
出
席
の
川
添
利
幸
学
長
か
ら

親
し
み
あ
る
お
祝
い
の
お
言
葉
を

頂
い
た
が
､
大
学
関
係
の
ご
報
告

で
､
①
昨
今
の
学
生
気
質
は
組
織

へ
の
関
心
は
薄
い
が
､
さ
る
六
月

四
日
朝
日
紙
に
報
道
さ
れ
た
中
大

生
の
自
転
車
に
よ
る
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
大
陸
横
断
と
い
う
快
挙
に
み

る
よ
う
に
'
き
っ
か
け
を
与
え
る

と
若
者
ら
し
い
底
力
を
発
揮
す
る

こ
と
､
②
父
母
会
と
の
結
び
付
き

を
強
め
た
た
め
学
員
会
へ
の
協
力

に
役
立
っ
て
き
て
い
る
こ
と
､
③

進
学
人
口
減
少
の
中
で
新
し
い
中

大
像
作
-
に
長
期
計
画
を
推
進
中

で
あ
る
-
と
の
ス
ピ
ー
チ
に
盛
大

な
拍
手
が
送
ら
れ
た
｡

堂
野
達
也
学
員
会
長
の
や
む
を

得
な
い
ご
欠
席
か
ら
松
井
宣
副
会

長
が
､
ま
た
関
孝
八
王
子
支
部
長

か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
心
温
ま
る
お
祝

辞
を
頂
戴
し
て
､
出
席
者
一
同
の

拍
手
が
大
き
-
沸
き
起
こ
っ
た
｡

総
会
は
能
味
常
任
理
事
が
議
長

席
に
つ
き
'
九
本
大
幹
事
長
､
堀

田
勲
会
計
､
宍
戸
勇
之
監
査
に
よ

っ
て
諸
事
円
滑
に
取
り
運
ば
れ
､

荒
木
繁
華
副
支
部
長
が
閉
会
の
辞

を
述
べ
て
終
了
し
た
｡
引
き
続
き

記
念
式
典
が
営
ま
れ
､
九
本
幹
事

長
が
経
過
報
告
を
か
ね
て
挨
拶
し
､

来
賓
と
し
て
の
お
馴
染
み
深
い
阿

部
輝
男
学
員
会
事
務
局
長
は
じ
め

五
十
嵐
栄
治
立
川
支
部
長
と
内
田

清
日
野
支
部
長
が
､
印
象
的
な
お

祝
い
の
言
葉
を
下
さ
っ
た
｡

注
目
の
功
労
者
表
彰
は
'
村
田

支
部
長
が
特
別
表
彰
を
受
け
た
ほ

か
､
井
上
定
男
副
支
部
長
以
下
六

名
に
表
彰
状
を
､
中
西
旭
･
市
橋

千
鶴
子
･
谷
清
･
酒
井
博
の
各
顧

問
と
四
十
名
の
方
々
に
感
謝
状
が

贈
ら
れ
た
｡
受
賞
者
を
代
表
し
て

能
味
広
報
部
長
が
お
礼
の
挨
拶
を

述
べ
､
閉
会
の
辞
は
山
崎
武
厚
生

部
長
が
結
ん
だ
｡

記
念
写
真
を
撮
り
､
聞
苦
し
い

行
事
が
一
巡
し
た
後
､
三
卓
の
中

国
料
理
を
囲
ん
で
楽
し
い
祝
賀
会

が
持
た
れ
た
｡
午
後
四
時
半
頃
､

小
林
治
厚
生
部
理
事
の
司
会
で
始

ま
る
｡
酒
井
顧
問
が
開
会
の
三
一
=

に
次
い
で
市
橋
顧
問
が
乾
杯
の
音

頭
を
と
ら
れ
､
作
家
の
志
茂
田
景

樹
氏
や
市
議
の
井
上
正
博
氏
ら
が

お
祝
い
の
ス
ピ
ー
チ
｡
ま
た
貴
重

な
平
本
聖
子
さ
ん
に
も
盛
ん
な
拍

手
｡
地
元
桃
正
飯
店
提
供
の
紹
興

酒
も
好
評
で
そ
こ
こ
こ
に
談
笑
が

渦
巻
い
た
｡
午
後
六
時
半
近
く
小

島
泰
義
組
織
部
長
が
校
歌
を
リ
ー

ド
し
､
山
村
鶴
音
事
業
部
長
が
め

で
た
く
こ
の
夜
の
幕
を
引
い
た
｡

ご
来
賓
と
出
席
者
全
員
に
は
､

創
立
十
周
年
記
念
誌
｢
は
ば
た
き
｣

と
記
念
品
｢
白
石
大
二
編
･
例
解
辞

典
｣
　
が
贈
呈
さ
れ
た
が
､
同
誌
の

編
集
お
よ
び
調
達
に
当
た
っ
た
福

谷
副
支
部
長
と
　
(
秩
)
　
ぎ
ょ
う
せ

い
の
伊
藤
陽
司
事
業
部
理
事
の
労

を
多
と
し
た
い
｡

へ
ん
)

各
地
で
に
ぎ
わ
う

支
部
緑
会
と
白
田
会

(
白
門
婦
人
会
)

梅
雨
空
の
中
､
六
月
∴
　
L
I

日
間
婦
人
会
の
第
十
九
回
総
会
､
か

開
か
れ
た
｡
同
会
の
古
橋
千
鶴
子

会
長
は
国
立
日
間
会
の
顧
問
で
も

あ
る
｡

(
名
古
屋
支
部
)

明
治
三
十
一
年
十
二
月
十
日
に

発
足
し
た
名
古
屋
支
部
は
本
年
で

創
立
九
十
周
年
を
む
か
え
る
｡
歴

史
の
重
さ
を
感
じ
る
｡

(
一
一
一
鷹
)

三
鷹
吊
で
は
支
部
設
立
に
向
け

て
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
が
'

七
月
二
日
に
自
門
会
と
し
て
の
創

立
総
会
が
開
催
さ
れ
た
｡
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十
月
一
日
(
土
)
東
中
野
の
日
本

閥
に
お
い
て
､
我
が
国
立
白
門
会
の

若
き
役
員
新
倉
良
平
さ
ん
が
､
阿

久
津
陽
子
さ
ん
と
ご
結
婚
さ
れ
ま

し
た
｡
当
日
は
､
前
日
ま
で
の
う

っ
と
う
し
い
お
天
気
が
嘘
の
よ
う

な
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ

お
以
合
い
の
カ
ッ
プ
ル
の
祝
宴
に

ふ
さ
わ
し
い
佳
き
日
と
な
り
ま
し

た
｡ウ

ェ
デ
ィ
ン
グ
ベ
ル
は
高
ら
か
に

午
後
二
時
か
ら
の
式
は
､
キ
リ

ス
ト
教
形
式
で
行
な
わ
れ
､
腕
を

組
ん
で
バ
ー
ジ
ン
ロ
ー
ド
を
進
ま

れ
る
お
二
人
の
少
し
緊
張
気
味
の

横
顔
が
､
新
鮮
な
喜
び
に
満
ち
あ

新
婦
の
陽
子
さ
ん

女
学
院
短
期
大
,
a

市
屈
指
の
工
務
店

部
長
ご
夫
妻
と
丑

の
労
を
と
ら
れ
た

場
の
祝
福
の
拍
手

俊
範
副
幹
事
長

れ
､
陽
子
さ

い

う

､

べ

ッ

ヘ

ン
ー
主
よ
'
人

-

に

乗

っ

さ
れ
ま
し
た
｡

ら
､

て
､日

本
光
学
工
業

秩

)

ニ

コ

れ
､

ふ
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
｡

そ
の
あ
と
の
披
露
宴
は
､

お
二
人
が
今
年

た
と
ご
紹
介
が
あ

勲
さ
ん
は
　
｢
恋
の
街
札
幌
｣
　
を
感

情
を
込
め
て
歌
わ
れ
'
山
崎
武
さ

ん
は
お
祝
い
の
席
に
ふ
さ
わ
し
い

｢
黒
田
節
｣
　
で
祝
福
の
お
気
持
ち

を
あ
ら
わ
さ
れ
ま
し
た
｡
又
､
小

林
治
さ
ん
､
高
橋
雅
幸
さ
ん
､
平

当
日
出
席
出
来
な
か
っ
た
顧
問

の
谷
清
国
立
市
長
､
広
報
部
の
金

子
さ
ん
を
は
じ
め
､
多
数
の
方
々

か
ら
の
祝
電
が
届
き
司
会
者
が
読

み
あ
げ
る
と
､
宴
も
佳
境
に
入
り
､

新
郎
新
婦
の
前
途
を
祝
し
､
中
央

お

め

で

と

う

/

新

倉

良

平
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祝賀会の参加申し込み

は､ 10月21日で締切ら

れました｡

学

　

貴

　

会

創
立
百
周
年

記
念
式
典
･
祝
賀
会
の
大
要
訣
ま
る

本
年
十
月
二
十
一
日
に
創
立
百

周
年
を
迎
え
た
学
員
会
は
､
記
念

式
典
と
祝
賀
会
を
十
一
月
二
十
日

(
冒
)
に
神
田
駿
河
台
の
中
央
大
学

駿
河
台
記
念
館
で
開
催
す
る
こ
と

に
し
て
い
る
が
､
こ
の
ほ
ど
式
典

･
祝
賀
会
の
実
施
要
領
が
ほ
ぼ
固

ま
っ
た
｡

豪
華
景
品
が
当
る
祝
賀
会

と

　

き

と
こ
ろ

昭
和
6
 
3
年
Ⅱ
月
2
 
0
日
㈲

中
央
大
学
駿
河
台
記
念
館

(
東
京
都
千
代
田
区
神

田
駿
河
台
3
I
H
)

開
会
の
辞
害
貴
会
副
会
長
井
上
達
雄

黙
　
　
稿
(
物
故
昔
員
)

式
　
　
辞
害
員
会
会
長
山
本
清
二
郎

祝
　
辞
糾
擢
繕
川
添
利
幸

功
労
者
表
彰

講

　

　

話

校
歌
斉
唱

閉
会
の
辞
学
貴
会
副
会
長
森
田
重
郎

学
員
会
の
創
立
百
周
年
を
記
念

す
る
式
典
は
'
十
一
月
二
十
日
午

前
十
一
時
か
ら
駿
河
台
記
念
館
で

行
う
｡
式
典
は
招
待
者
の
ほ
か
､

学
員
会
役
員
と
学
員
会
支
部
の
支

部
長
･
幹
事
長
な
ど
を
中
心
と
し

た

セ

レ

モ

ニ

ー

に

な

る

が

､

こ

の

中
で
学
員
会
の
発
展
に
功
績
の
あ

っ
た
者
に
対
す
る
功
労
者
表
彰
と

学
員
に
よ
る
講
話
を
行
う
こ
と
に

し
て
い
る
｡
十
月
中
,
に
､
関
係
者

約
一
千
名
に
案
内
状
を
送
る
こ
と

に
し
た
｡

式
典
終
了
後
､
正
後
よ
-
同
記

念
館
に
お
い
て
祝
賀
会
を
立
食
パ

ー
テ
ィ
形
式
で
催
す
が
､
学
員
会

の
創
立
百
周
年
を
祝
う
祝
典
と
し

て
は
こ
ち
ら
が
当
日
の
メ
イ
ン
｡

卒
業
生
な
ら
だ
れ
で
も
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
る
し
'
夫
人
な
ど
家

族
同
伴
も
大
歓
迎
と
し
て
い
る
｡

当
日
の
呼
び
も
の
は
豪
華
景
品

が
当
る
福
引
き
｡
現
在
ま
で
に
鈴

木
自
動
車
､
パ
イ
オ
ニ
ア
､
河
合

楽
器
､
東
京
コ
カ
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ

ン
グ
､
キ
リ
ン
レ
モ
ン
､
大
塚
製

薬
､
三
菱
地
所
､
三
洋
電
機
特
機
､

ホ
テ
ル
白
門
会
な
ど
の
ほ
か
学
員

が
活
動
す
る
多
数
の
企
業
か
ら
製

品
提
供
の
申
し
出
が
あ
り
､
ま
た
､

学
員
会
支
部
か
ら
も
提
供
が
あ
っ

て
､
抽
選
会
は
楽
し
い
も
の
に
な

り
そ
う
だ
｡
ま
た
､
当
日
の
参
加

者
全
員
に
記
念
品
を
用
意
し
て
い

る
｡

会
場
と
な
る
駿
河
台
記
念
館
は

十
月
い
っ
ぱ
い
に
完
成
の
予
定
で
､

十
一
月
十
六
日
　
(
木
)
　
に
大
学
で

は
竣
工
式
を
行
う
予
定
に
し
て
い

る
が
､
学
員
会
の
創
立
百
周
年
を

祝
う
式
典
･
祝
賀
会
は
記
念
館
の

事
実
上
〟
こ
け
ら
落
と
し
〟
に
な

る
｡

開
会
の
挨
拶
学
貴
会
副
会
長
野
村
棒
之
亮

挨
　
　
拶
学
貴
会
会
長
堂
野
達
也

祝
　
　
辞
(
学
員
代
表
)

+

I

+

　

　

杯

祝

　

　

宴

抽

選

会

万
歳
宝
典
窯
藷
喜
田
光
秀

士

①
学
員
の
美
術
作
品
の
募
集
と
美
術
展
の
開
催

②
記
念
会
報
の
発
行

③
記
念
講
演
会
の
開
催

④
記
念
植
樹
の
実
施

⑤
　
(
財
)
　
白
門
奨
学
会
へ
の
協
力

⑥
中
央
大
学
史
料
展
の
開
催
(
八
王
子
)

そ
の
他

ソ
ウ
ル
五
輪
へ
1
 
2
選
手

第
二
十
四
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
･

ソ
ウ
ル
大
会
に
参
加
し
た
中
央
大

学
関
係
者
は
､
選
手
が
十
二
名
､

公
開
競
技
の
野
球
に
一
名
､
監
督

を
含
め
て
役
員
が
七
名
で
し
た
｡

重
量
挙
の
真
鍋
和
人
選
手
は
前

回
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
大
会
で
は
5
2
k
g

級
銅
メ
ダ
ル
で
し
た
｡

ボ
ー
ト
で
は
六
名
が
選
ば
れ
､

内
四
名
が
エ
イ
ト
の
メ
ン
バ
ー
で

し
た
｡
エ
イ
ト
は
記
録
的
に
は
国

内
記
録
よ
-
良
か
っ
た
の
で
す
が
､

上
位
入
賞
に
は
な
-
ま
せ
ん
で
し

た
｡

そ

の

他

､

ハ

ン

ド

ボ

ー

ル

､

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

､

フ

ェ

ン

シ

ン

グ

に

出
場
し
ま
し
た
｡

◆
　
漕
艇
部

エ
イ
ト
一
二
冠
を
達
成

八
月
二
十
七
日
､
ボ
ー
ト
の
第

6
6
回
全
日
本
大
学
選
手
権
エ
イ
ト

決
勝
で
､
l
中
大
は
東
大
に
雪
辱
､

二
年
ぶ
-
五
度
目
の
優
勝
を
果
た

し
た
｡
翌
二
十
八
日
の
第
1
5
回
全

日
本
選
手
権
決
勝
で
は
､
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
代
表
ク
ル
ー
の
記
録
を
凌

駕
す
る
六
分
〇
秒
〇
九
の
好
記
録

で
優
勝
し
､
二
年
連
続
三
度
目
の

栄
冠
に
輝
い
た
｡
ま
た
､
オ
ッ
ク

ス

フ

ォ

ー

ド

盾

レ

ガ

ッ

タ

エ

イ

ト

決
勝
で
も
優
勝
し
､
中
大
は
見
事

〟
エ
イ
ト
三
冠
〟
を
達
成
し
た
｡

◆

　

剣

道

六
校
が
参
加
し
て
行
わ
れ
､
中
大

が
三
年
ぶ
り
十
度
目
の
優
勝
を
飾

っ
た
｡
決
勝
は
関
東
､
関
西
大
会

の
優
勝
校
同
士
の
激
突
と
な
っ
た

が
､
中
大
が
前
半
に
3
勝
を
稼
ぎ
､

反
撃
す
る
大
体
大
を
3
-
2
の
小

差
で
振
-
切
っ
た
｡

関
東
学
生
優
勝
大
会
　
(
東
京
･

日
本
武
道
館
)
｡
準
々
決
勝
で
束
農

を
四
-
○
'
準
決
勝
で
日
大
を
三

-
｢
で
下
し
､
決
勝
で
は
事
大
を

三
-
○
で
破
り
､
二
年
ぶ
り
六
度

目
の
優
勝
を
果
た
し
た
｡

◆
　
ラ
イ
フ
ル
射
撃

関
東
学
生
選
手
権
大
会
　
(
埼
玉

･
朝
霞
射
撃
場
)
　
に
て
､
中
大
は

以
下
の
成
績
で
し
た
｡

▽
個
人
エ
ア
ラ
イ
フ
ル
　
三
位

▽

同

ス

モ

ー

ル

ボ

ア

　

一

､

三

位

▽
団
体
エ
ア
ラ
イ
フ
ル
　
一
位

▽

同

ス

モ

ー

ル

ボ

ア

　

　

一

位

▽

総

合

　

　

　

　

　

　

　

一

位

(
学
員
時
報
か
ら
)

l

◇

　

　

　

　

-

　

　

　

　

◇

　

　

　

-

全
日
本
学
生
剣
道

剣
道
の
全
日
本
学
生
優
勝
大
会

は
十
月
二
十
三
日
'
大
阪
で
五
十

国
立
画
廊
め
ぐ
り

国
立
に
は
ユ
ニ
ー
ク
な
多
く
の

画
廊
が
あ
-
ま
す
｡
そ
の
う
ち
の

一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
｡

秋
も
深
ま
-
樹
木
も
色
づ
き
､

一
刻
を
芸
術
の
世
界
に
置
-
の
も

楽
し
い
も
の
で
す
｡

ギ
ャ
ラ
リ
ー
E
S
O
L
A
(
エ
ソ
ラ
)

東
･
三
小
通
り
草
舎
ビ
ル
一
F

た
ま
し
ん
美
術
サ
ロ
ン

中
･
大
学
通
り
た
ま
し
ん
6
F
七
四
上
蓋

ギ
ャ
ラ
リ
ー
D
A
I
M
A
S
U
(
ダ
イ
マ
ス
)

国
立
駅
前
大
増
ビ
ル
6
F
七
千
三
五

く
に
た
ち
市
民
芸
術
ホ
ー
ル

市
役
所
西
側
　
七
四
-
三
五
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秋
の
バ
ス
ハ
イ
ク

清
流
に
紅
葉
探
訪
と

水
戸
黄
門
の
西
山
荘
へ

午
前
七
時
半
､
恒
例
の
場
所
を

出
発
し
た
一
行
二
十
三
名
同
乗
の

小
泉
レ
ン
タ
バ
ス
は
､
中
央
高
速

か
ら
常
磐
自
動
車
道
を
利
用
｡
那

珂
イ
ン
タ
ー
で
お
-
､
奥
久
慈
渓

谷
に
向
っ
た
｡

葵
城
･
栃
木
･
福
島
の
三
県
の

県
境
に
響
え
る
八
鷹
山
か
ら
ほ
と

ば
し
る
清
流
が
作
る
日
本
三
大
爆

布
の
　
｢
袋
田
の
滝
｣
　
に
圧
感
｡
次

い
で
そ
こ
か
ら
一
時
間
半
の
常
陸

太
田
の
西
山
荘
に
向
か
い
水
戸
光

囲
　
(
黄
門
)
　
が
大
日
本
史
を
篇
さ

ん
し
た
た
た
住
ま
い
に
触
れ
'
時

の
悠
久
さ
に
酔
っ
た
｡

一
水
圏
現
建
物
最
後
の
納
涼
会

平
年
よ
り
八
度
も
低
-
肌
寒
か

っ
た
七
月
二
十
三
日
　
(
土
)
､
恒

例
の
納
涼
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
｡

一
橋
大
学
東
門
か
ら
い
つ
も
の
ド

ラ
イ
ブ
コ
ー
ス
で
､
午
後
五
時
近

-
に
会
場
到
着
｡
毎
年
お
世
話
に

な
っ
た
一
水
園
も
今
年
限
-
で
取

り
こ
わ
し
に
な
る
と
い
う
風
間
副

幹
事
長
の
ご
説
明
に
､
皆
さ
ん
改

め
て
素
敲
な
眺
め
の
庭
と
池
の
辺

-
を
散
策
し
､
記
念
写
真
に
お
さ

め
た
｡
池
の
景
観
を
楽
し
め
る
広

い
和
室
で
､
山
崎
厚
生
部
長
の
開

会
の
言
葉
と
福
谷
副
支
部
長
の
ご

挨
拶
で
幕
が
あ
き
'
能
味
広
報
部

長
の
音
頭
で
乾
杯
｡
ゆ
っ
た
-
と

寛
い
だ
ム
ー
ド
の
中
で
､
三
一
日
づ

つ
皆
さ
ん
か
ら
の
近
況
報
告
｡
村

田
支
部
長
が
腹
痛
の
た
め
ご
出
席

に
な
ら
な
か
っ
た
の
は
惜
し
ま
れ

た
が
､
に
ぎ
や
か
な
お
話
が
次
々

に
わ
い
て
､
笑
い
声
の
尽
き
な
い

楽
し
い
時
が
流
れ
た
｡
四
か
国
十

三
日
間
の
旅
か
ら
帰
国
し
た
ば
か

り
の
能
妹
さ
ん
の
思
､
い
出
話
は
私

に
も
大
き
な
夢
を
持
た
せ
て
-
れ
'

お
土
産
の
高
級
ス
コ
ッ
チ
､
ロ
イ

ヤ
ル
ク
ラ
ウ
ン
の
水
割
-
は
格
別

の
風
味
が
あ
っ
て
人
気
を
呼
ん
だ
｡

又
､
国
立
支
部
の
価
値
あ
る
独
身

男
性
の
一
人
新
倉
良
平
さ
ん
が
､

こ
の
ほ
ど
結
納
も
す
み
､
い
よ
い

よ
秋
に
は
ゴ
ー
ル
イ
ン
と
い
う
ト

ピ
ッ
ク
が
う
れ
し
い
話
題
と
な
-

新
倉
さ
ん
は
し
き
り
に
も
て
は
や

さ
れ
.
て
い
た
｡
岡
田
画
伯
の
バ
ル

セ
ロ
ナ
礼
賛
の
お
話
も
楽
し
か
っ

た
｡
そ
し
て
国
立
市
議
の
井
上
さ

ん
は
､
ご
出
身
校
で
あ
る
地
元
の

国
立
高
校
と
堀
越
学
園
の
明
日
の

対
戦
を
熱
っ
ぽ
く
語
ら
れ
､
国
立

高
校
の
甲
子
園
進
出
へ
の
期
待
を

込
め
て
い
ら
れ
た
｡
丸
本
幹
事
長

も
日
頃
の
お
忙
し
い
お
仕
事
を
忘

れ
て
皆
さ
ん
と
談
笑
さ
れ
､
堀
田

さ
ん
も
楽
し
く
お
酒
を
酌
み
交
さ

れ
る
な
ど
､
酒
興
は
一
段
と
盛
り

上
が
っ
て
い
た
が
､
珍
し
-
カ
ラ

オ
ケ
は
出
ず
じ
ま
い
で
､
午
後
八

時
近
く
に
お
開
き
と
な
っ
た
｡
国

立
駅
に
向
け
て
走
る
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
の
窓
は
､
降
り
や
ま
な
い
小
雨

に
く
も
っ
て
い
た
｡

(
聖
)

活

動

　

予

定

　

の

ご

案

内

一
､
白
門
囲
碁
大
会

日
時
　
十
一
月
十
三
日
　
(
冒
)

午
前
十
一
時
か
ら

場
所
　
(
秩
)
せ
き
や
　
事
務
室

国
立
市
中
一
-
入
-
十
二

会
費
　
無
料
　
昼
食
準
備
あ
り

連
絡
先
　
山
崎
　
　
七
二
三
九
芙

関
　
　
　
七
三
⊥
一
重
≡

競
技
は
会
長
杯
争
奪
戦
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
方
式
で
行
な
い
ま
す
｡
今

年
は
国
立
白
門
会
創
立
十
周
年
を

記
念
し
て
賞
品
も
豪
華
で
す
｡
奮

っ
て
ご
参
加
下
さ
い
｡

尚
､
会
場
に
は
駐
車
場
が
ご
ざ

い
ま
せ
ん
の
で
､
車
で
の
来
場
は

ご
遠
慮
下
さ
い
｡

二
､
新
年
会

日
時
　
六
十
四
年

一
月
十
四
日
　
(
土
)

午
後
五
時
三
十
分

場
所
　
信
濃
路

富
士
見
通
-
音
高
東
側

会
費
　
五
千
円
.
(
会
場
に
て
)

l

申
込
　
山
崎
　
　
　
七
二
-
三
九
芙

一
月
十
七
日
ま
で

今
年
は
五
月
二
十
一
日
に
､
白

門
会
創
設
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
｡

六
月
の
総
会
で
は
十
周
年
を
記
念

し
て
功
労
者
の
表
彰
､
ま
た
　
〟
は

ば
た
き
〟
と
い
う
小
冊
子
を
発
行

し
ま
し
た
｡
川
添
学
長
は
じ
め
各

方
面
の
方
々
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ

き
､
国
立
白
門
会
の
よ
り
一
層
の

発
展
の
励
み
と
な
-
ま
し
た
｡

〝
は
ば
た
き
〟
は
福
谷
副
会
長

が
中
心
と
な
-
､
幾
度
の
ス
タ
ッ

フ
会
議
等
を
経
て
､
会
員
で
あ
る

伊
藤
陽
司
氏
が
勤
務
さ
れ
て
い
る

(
秩
)
　
ぎ
ょ
う
せ
い
で
印
刷
さ
れ

ま
し
た
｡
企
画
か
ら
発
行
ま
で
短

期
間
で
行
な
わ
れ
､
会
員
諸
氏
の

努
力
の
賜
物
で
あ
る
と
思
い
ま
す
｡

活
動
報
告

◆
　
十
月
二
十
二
日
(
土
)
､
秋
の

親
睦
日
帰
-
旅
行
会
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
｡

◆
　
十
月
十
三
日
(
木
)
､
相
模
原

c
c
で
ゴ
ル
フ
･
コ
ン
ペ
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
｡

緊
急お

知
ら
せ
F
t

十
一
月
五
･
六
日
　
(
土
･
日
)

の
両
日
に
秋
の
市
民
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
､
諸
般

の
事
情
に
よ
-
中
止
と
な
り
ま
し

た
｡
例
年
通
-
国
立
白
門
会
も
六

日
の
日
曜
日
の
出
店
に
合
わ
せ
て

準
備
中
の
と
こ
ろ
取
-
止
め
'
来

年
の
出
店
に
向
け
て
用
意
を
し
て

お
き
た
い
と
思
い
ま
す
｡
会
員
諸

氏
皆
様
方
の
今
後
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
｡

◆
　
七
月
二
十
三
日
(
土
)
午
後
二

時
か
ら
ダ
イ
ヤ
パ
レ
ス
集
会
所
に

て
､
〟
あ
れ
こ
れ
考
え
る
会
〟
が
次

の
よ
う
に
開
催
さ
れ
､
引
き
つ
づ

き
､
場
所
を
八
王
子
の
一
水
園
に
変

え
て
､
納
涼
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
∩

あ
れ
こ
れ
考
え
る
会

七
月
二
十
三
日
　
(
土
)
､
ダ
イ
ヤ

パ
レ
ス
集
会
所
に
て
あ
れ
こ
れ
考

え
る
会
が
開
か
れ
た
｡
出
席
者
は

と
一
n
ノ

少
な
か
っ
た
も
の
の
､
議
論
沸
騰

特
に
話
題
と
な
っ
た
の
は
駅
前
の

自
転
車
の
乱
雑
な
放
置
ぶ
-
｡
国

立
市
は
か
つ
て
駐
輪
ワ
ー
ス
ト
ワ

ン
で
し
た
が
､
駐
輪
場
建
設
等
で

汚
名
は
返
上
し
ま
し
た
が
､
ま
だ

ま
だ
問
題
は
多
い
よ
う
で
す
｡

お
わ
び
と
訂
正

前
号
掲
載
の
　
｢
創
立
十
周
年
に

よ
せ
て
｣
　
の
執
筆
者
は
学
員
会
事

務
局
長
阿
部
輝
男
氏
で
は
な
-
'

学
員
会
会
長
堂
野
達
也
氏
で
し
た
｡

人
は
一
生
に
三
度
､
鐘
が
鳴
る

時
が
あ
る
そ
う
で
す
｡
一
度
目
は

生
ま
れ
た
時
､
二
度
目
は
結
婚
し

た
時
､
三
度
目
は
死
ん
だ
時
だ
そ

う
で
す
｡
国
立
白
門
会
は
一
度
目

は
五
十
三
年
に
鳴
り
ま
し
た
｡
二

度
目
は
記
念
と
し
て
節
目
毎
に
何

度
で
も
鳴
ら
し
ま
し
ょ
う
｡
そ
し

て
三
度
目
は
永
遠
に
鳴
る
事
な
く
｡

自
門
会
ニ
ュ
ー
ス
も
一
層
充
実

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
｡

最
後
に
い
つ
も
発
行
間
際
に
持

ち
込
ん
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て

い
る
真
美
巧
芸
さ
ん
に
感
謝
の
気

持
ち
を
表
し
ま
す
｡


